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障がい者雇用の状況について 
 

 

１．制度概要 

障害者の雇用の促進等に関する法律第38条第１項の規定に基づき、国及び地方公共団体

の任命権者には一定数以上の障がい者雇用を義務づけ 

 

２．教育委員会における障がい者雇用率の状況（令和５年６月分・島根労働局報告数値） 

 法定雇用障がい者数の算定

の基礎となる職員数（人） 

障がい者の

数（人） 

実雇用率 

（％） 

不足数 

（人） 

法定雇用率 

（％） 

Ｒ３年度 6,618.0 158.0 2.39 7.0 2.50 

Ｒ４年度 6,612.0 162.0 2.45 3.0 2.50 

Ｒ５年度 6,618.5 164.0 2.48 1.0 2.50 

増減(R5-R4) ＋6.5 (※) ＋2.0 ＋0.03 △2.0 － 

・ 職員数等は、障がいの程度や勤務時間に基づく換算により算出することとされているため、実人数とは異なる 

・ 毎年６月１日現在の状況を国に報告 

   (※) 主な変動理由（令和４年７月以降） 

    ・ 正規職員 ：障害者手帳所持者の退職・辞職等により８人分減（実人数：５人減） 

・ 非正規職員：ワークセンタースタッフの採用等により10人分増（実人数：11人増） 

 

３．令和５年６月以降の取組 

  令和５年７月以降   障がい者を対象とした公立学校教育職員採用試験を実施中 

      10 月下旬  障がい者を対象とした市町村立学校（小・中・義務教育学校） 

事務職員採用試験の実施 

      随時    ワークセンター支援員及び障がい者を対象とした会計年度任用職

員（ワークセンター勤務）の募集 

 

４．今後の取組等 

・ ワークセンター支援員の確保と支援体制の強化、執務室の確保等職場環境の整備など 

ワークセンター機能の充実を図りながら、障がいのある職員の任用を積極的に進めてい 

く。 

・ 知事部局と連携し、障がいのある職員に担ってもらう職務の選定・創出、作業の集約 

化、支援事例の共有などを図っていく。 

総 務 委 員 会 資 料 

令和５年９月27日・28日 

教 育 庁 総 務 課 
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教職員の働き方改革の進捗状況について 

 

１ 概要 

・ 令和４年 12 月、文教厚生委員会（当時）において、「『教職員の働き方改革プラン』

の重点期間における取組検証及び今後の対応の方向性について」を報告 

・ 同報告は、令和３年度までの時間外勤務の状況等を報告したものであるが、以下、

４年度の状況について詳細を報告 

 

２ 時間外勤務 

 ⑴ 総論 

・ 「教職員の働き方改革プラン」（平成 31 年３月）では、時間外勤務に係る数値   

目標を、全校種で月 45 時間以内、年 360 時間以内としている。 

・ 重点期間（令和元～令和３年度）の取組成果として、全校種平均で、プラン策定

前の平成 30 年度には月 65.1 時間であった時間外勤務が、令和３年度は 36.6 時間

まで減少（約 44％減）。一方、年 360 時間の目標は、３年度も特別支援学校を除き

未達成 

・ ４年度については、全校種とも、時間外勤務の月平均実績は前年度から横ばい 

(単位：時間) 

校   種 
平成 30 年度 

※プラン策定前 
令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

小 学 校 64.6 60.1 42.2 
35.5 

（年426） 

34.6 
（年415） 

中 学 校 75.1 68.0 48.2 
40.7 

（年488） 

38.8 
（年466） 

高 等 学 校 75.8 66.4 49.6 
44.1 

（年529） 

46.2 
（年554） 

特別支援学校 43.5 34.5 21.5 
20.0 

（年240） 

21.4 
（年257） 

全校種平均 65.1 58.0 40.5 
36.6 

（年439） 

36.4 
（年437） 

  （注）各年度の数値は、小数点第２位を四捨五入している。（⑵も同様） 

 ⑵ 県立学校の時間外勤務実績（月平均）、【 】内は対前年度増減   (単位：時間) 

校種 校数 令和３年度 令和４年度 

高 等 学 校 38 44.1 
46.2 

【＋2.1】 

 普通高校 22 52.9 
52.6 

【△0.3】 

 専門高校 13 37.6 
43.9 

【＋6.3】 

 定時制・通信制高校 3 15.5 
14.1 

【△1.3】 

特別支援学校 12 20.0 
21.4 

【＋1.4】 

    （注）対前年度増減は、各年度の四捨五入前の数値を用いて計算しており、表中の数値の差と 

必ずしも一致しない。 

総 務 委 員 会 資 料 
令和５年９月 27 日・28 日 
学 校 企 画 課 
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 ⑶ 市町村立学校の時間外勤務実績（月平均）、【 】内は対前年度増減  

（単位：時間） 

 令和３年度 令和４年度 

市町村名 小学校 
中学校・ 
義務教育 
学校 

小学校 
中学校・ 
義務教育 
学校 

松江市 45.0 46.3 
43.0 

【△2.1】 
44.1 

【△2.2】 

浜田市 34.8 48.7 
33.4 

【△1.5】 
46.5 

【△2.2】 

出雲市 34.3 34.1 
34.2 

【△0.1】 
32.9 

【△1.2】 

益田市 29.1 31.6 
32.6 

【＋3.5】 
37.6 

【＋6.0】 

大田市 36.1 50.4 
37.5 

【＋1.4】 
48.4 

【△2.1】 

安来市 36.0 50.2 
37.0 

【＋1.0】 
47.8 

【△2.5】 

江津市 36.0 41.2 
34.8 

【△1.2】 
39.8 

【△1.4】 

雲南市 31.7 43.7 
29.0 

【△2.7】 
32.4 

【△11.3】 

奥出雲町 6.9 11.9 
6.8 

【△0.1】 
8.7 

【△3.2】 

飯南町 22.0 24.8 
13.3 

【△8.7】 
19.0 

【△5.8】 

川本町   
 

 
 

美郷町 42.3 39.9 
39.1 

【△3.1】 
44.0 

【＋4.2】 

邑南町 28.0 36.8 
26.2 

【△1.8】 
33.3 

【△3.5】 

津和野町 49.9 32.2 
24.2 

【△25.7】 

18.6 
【△13.6】 

吉賀町 31.4 33.3 
26.3 

【△5.2】 
30.7 

【△2.5】 

海士町 29.3 41.7 
34.4 

【＋5.2】 

51.5 
【＋9.8】 

西ノ島町 37.0 67.0 
41.6 

【＋4.7】 
70.5 

【＋3.5】 

知夫村 34.8 34.4 
28.4 

【△6.4】 
24.9 

【△9.5】 

隠岐の島町 36.6 48.3 
37.0 

【＋0.4】 
43.0 

【△5.3】 

全県平均 35.5 40.7 
34.6 

【△0.9】 
38.8 

【△1.9】 

（注）各年度の数値は、小数点第２位を四捨五入している。対前年度増減は、各年度の 

四捨五入前の数値を用いて計算しており、表中の数値の差と必ずしも一致しない。 

 

非 公 表 
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３ 働き方改革に向けた今後の対応（主なもの） 

⑴  教職員のより詳細な勤務実態の把握 

・ ９月～11 月、全校種の約１割となる 38 校を抽出し、全体の 1/7 の約 1,000 人を

対象に実施 

 

⑵ 外部サポート人材の配置 

①教員の事務作業を代わって行う人材  

スクール・サポート・スタッフ、業務アシスタント 

②専門的知見を基に、困難事案について教員を支える人材 

 スクールロイヤー、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー 

  ③教員の勤務時間外の業務を代替又は補助する人材 

    部活動指導員、地域指導者、県立寄宿舎の外部舎監 等 

 

⑶ 学校の環境整備（樹木剪定、除草、プール管理等）の外部委託の推進 

 

⑷ 教員の日常業務に関する相談窓口の運営 

 ・ 教員サポーター（元校長）を教育センターに配置（９月～） 

 

⑸ 意識改革や業務効率化に向けた研修、県教育委員会の調査・照会見直し 

 

※ 市町村立学校については、学校設置者であり教職員の服務監督権限を有する市町村

とも協調して取組を進めることが必要 
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令和６年度県立高等学校の入学定員について 

 
１ 定員設定の方針 

・ 令和６年３月の県内中学校卒業予定者（義務教育学校を含む、以下同じ）は、令和

５年３月と比べて県全体で 154 名減少すると見込まれる。  

・ 各地域の中学校卒業予定者数の増減や近年の定員充足状況等を踏まえ、県立高校  

の全日制課程で 57 名の定員減とする。 

 

２ 入学定員の増減がある高校 

課 程 学 校 名 概 要 入学定員・学級数（増減） 備 考 

全日制 

松江工業 

高校 

６学科のうち、電

気科と電子科を統

合して電気電子工

学科へ学科改編し 

５学科へ 

240→200(△40) 

 

学級数 

６→５(△１) 

 

令和６年３月の松江

市の中学校卒業予定

者数は、前年と比べ

73 名の大幅な減 

 

大東高校 

３学級の１学級定

員を 40 名から 30

名へ 

120→90(△30) 

 

学級数 

３（増減なし） 

令和６年３月の雲南

市の中学校卒業予定

者数は、前年と比べ

13 名の減 

矢上高校 

普通科２学級の１

学級定員を 30 名か

ら 36 名へ 

産業技術科１学級

の１学級定員を 35

名から 36 名へ 

95→108(+13) 

 

学級数 

３（増減なし） 

令和６年３月の邑南

町の中学校卒業予定

者数は、前年と比べ

19 名の増 

区 分 令和５年度 令和６年度 増減 

全日制 学級数 １２７ １２６ △１ 

入学定員 ４,９８０ ４,９２３ △５７ 

定時制
 学級数 ９ ９ ±０ 

入学定員 ３６０ ３６０ ±０ 

通信制
 学校数 ２ ２ ±０ 

入学定員 ４００ ４００ ±０ 

専攻科
 学級数 ２ ２ ±０ 

入学定員 ２０ ２０ ±０ 

総 務 委 員 会 資 料 
令和５年９月２７日・２８日 
学 校 企 画 課 
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３ 学科改編を行う高校   

 

 

【参考】 公立高等学校入学者選抜の日程 

〔全日制・定時制〕 

 
〔通信制〕 

  令和６年度島根県公立高等学校入学者選抜実施要綱にて後日公表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

全日制 
松江工業

高校 

電気科と電子科を発展的に統合し、電

気電子工学科１学級（40 名）を新設

する。それにともない、電気科と電子

科は募集停止する。 
情報技術科を情報クリエイター学科に 
改編する。 

 

推薦選抜 
中高一貫教育校特別選抜 
スポーツ特別選抜 

願書受付期間 
合格内定通知 
合格発表 

令和６年 １月１０日～  １５日 
令和６年 １月２５日 
令和６年 ３月１４日 

一般選抜 
第２次募集 

一般選抜願書受付期間 
志願変更受付期間 
学力検査 
追検査 
一般選抜合格発表・第２次募集実施校公表 
第２次募集願書受付期間 
第２次募集作文・面接検査等 
第２次募集合格発表 

令和６年 １月２９日～２月 １日 
令和６年 ２月 ７日～  １４日 
令和６年 ３月 ５日 
令和６年 ３月１１日 
令和６年 ３月１４日 
令和６年 ３月１５日～  １８日 
令和６年 ３月１９日 
令和６年 ３月２２日 

令和５年度 令和６年度
電気科
電子科

情報技術科 情報クリエイター学科

電気電子
工学科
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学級数 入学定員 １学級人数 備　　考 学級数 入学定員 １学級人数 備　　考

4 160 40 5 200 40

1 40 1 40 40

1 40 6 240

1 40 3 120 40

3 120 1 40 40

6 240 40 4 160

1 40 40 3 120 40

7 280 3 105 35

5 200 40 2 72 36

2 80 40 1 36 36

7 280 3 108

5 200 40 2 80 40

1 40 40 1 40 40

1 40 40 1 40 40

1 40 40 2 80

1 40 40 4 160 40

1 40 40 1 40 40

5 200 5 200

3 40 1 40

1 40 1 40

1 40 2 80

5 200 1 40 40

1 40 40 1 40 40

1 40 40 2 80

2 80 40 3 120 40

4 160 1 40 40

3 90 30 10名×３学級＝30名の定員減 4 160

3 90 30 1 40 40

4 160 40 1 40 40

掛合 1 40 40 1 40 40

2 80 40 1 40 40

4 160 40 4 160

6 240 40 1 40 40

1 40 40 2 80 40

7 280 2 60 30

1 40 40 1 30 30

1 40 40 3 90

1 40 40 1 40

1 40 40 1 40

4 160 2 80

3 120 40 1 40 40

1 40 40 1 40 40

4 160 2 80

1 40 40

1 40 40

1 40 40

1 40 40

4 160

令和６年度　県立高等学校　入学定員

全　　　　　　日　　　　　　制　　　　　　課　　　　　　程

学校名 学    科 学校名 学　科

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ 計

情報ｼｽﾃﾑ

大    田

普　　通

計 理　　数

安    来 普　　通

大    社

普    通

情報科学

 情報処理

120

体　　育

普通科：６名×２学級＝12
名の定員増
産業技術科：１名の定員増

探究科学 産業技術

計 計

松 江 北

普　　通 計

理　　数 邇    摩 総合学科

計 島根中央 普　　通

松 江 東 普　　通 江    津 普　　通

 機  　械

江津工業

機械・ロボット

理　　数

松 江 南

普　　通

矢    上

普　　通

建築都市工学

計計

浜田商業

商　　業
80

電子機械 建築・電気

電気電子工学 計

浜    田

普　　通情報クリエイター学

計

食品流通

松江農林

生物生産

計環境土木

益    田

松江商業

商　　業

200 情報処理国際ビジネス

計情報処理

浜田水産

海洋技術

横    田 普　　通

電　　気三 刀 屋 総合学科

普　　通総合学科

理　　数計

計

生物環境工学普　  通

総合学科飯    南 普    通

計

大    東 普　　通

益田翔陽

電子機械

平    田 普　  通

吉    賀 普　　通

出    雲

普　  通

津 和 野 普　　通理    数

隠    岐

普　　通

計

計

商　　業

出雲工業

機    械

計電    気

計

隠岐島前

普　　通
80

電子機械

地域共創建　　築

計

松江工業

電気科と電子科を統
合して電気電子工学
科とする。

情報技術科を情報ク
リエイター学科に改
編する。

出雲農林

植物科学

環境科学

食品科学

動物科学

計

計

合　　計 126 4,923

隠岐水産

海洋ｼｽﾃﾑ

出雲商業

商　　業

海洋生産情報処理
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学級数 入学定員 １学級人数 備　　考 学級数 入学定員 １学級人数 備　　考

1 40 40 3 90 30

1 40 40 1 30 30

1 40 40

3 120

2 80 40

1 40 40

1 40 40 【その他２】　令和６年度私立高等学校入学定員

4 160

1 40 40

1 40 40 270

2 80 270

130

130

150

150

172 （△8）

入学定員 172 （△8）

178

178

178

178

200

200

28

28

160

学級数 入学定員 １学級人数 備　　考 40

1 10 10 200

1 10 10 200

200
益田東

普　　通

計

合　　　計 1,706 (△8)

計

出雲西
普　　通

計

石見智翠館
普　　通

計

 キリスト教愛真
普　　通

計

明　誠

普　　通

福　　祉

計

出雲北陵
普　　通

合　　　計 2 20

専　　攻　　科

学校名 学　　　科

浜田水産 漁業・機関

隠岐水産 漁業・機関

合　　　計 400

学校名 学　　　科 備　　考

宍　　道 普　　　通 300 後期入学を含む

松江西
計

普通（午前部）

昼夜間三部
普通（午後部）

浜　　田 普　　　通 100 後期入学を含む

計

合　　計 9 360

浜    田

計

普　　通

計

宍    道

通　信　制　課　程

学校名

計

全　日　制　課　程

学　　　科 入学定員（前年比）

開 星

普通（昼間部）

昼夜間二部普通（夜間部）

普通（夜間部）

松徳学院
普　　通

計

総　　合

立正大学淞南

普　　通

定　時　制　課　程

【その他１】　松江市立高等学校入学定員

学校名 学科（部）

松江工業

機    械

夜間部

学校名

電    気

全　日　制　課　程

学    科

120
建    築

計

松江市立皆
美が丘女子

普　  通

国際コミュニケーション

合　　計 4
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江津地域の今後の県立高校の在り方について 

 
１ これまでの経緯 

 ６月議会    「基本的な方針（案）」を説明 

 ６月 30 日    江津市説明（市長・副市長・教育長） 

 ７月 ５日    江津高校関係者説明会 

 ７月 11 日    江津工業高校関係者説明会 

７月 15 日    地域説明会 

 ８月 ９日    島根県総合教育審議会への諮問・意見聴取 

   上旬    産業界（商工会議所・商工会）からの意見聴取 

 ９月 13 日    第２回島根県総合教育審議会 

 

＜参考＞基本的な方針（案） 

・ 江津地域の子どもたちの進路の選択肢の確保と、教育活動の充実を最優先に考え

検討 

・ １学年２学級の江津高校と江津工業高校を統合し、新たに１学年３学級の高校を

設置  

・ 江津高校が築いてきた地域連携による進学を念頭においた学びを継承 

・ 江津工業高校の伝統を生かすとともに、県西部の工業教育へのニーズに対応でき

るよう、工業教育の更なる魅力化を検討 

・ 工業教育の実習施設・設備が必要であることから、新設校は江津工業高校の場所

を念頭 

・ 開校する時期は、教育課程の検討と、それを踏まえた施設整備のため、令和 10 年

度前後を想定 

 

２ 第２回島根県総合教育審議会における審議状況 

⑴  「地域関係者（４名）からの意見聴取」における主な意見等 

①  江津市教育委員会教育長 

・ 高校ではコンソーシアムの取組により、また、小中学校でも令和７年ま 

でにすべての学校でのコミュニティスクールの導入を目指しており、地域 

と学校が一体となった教育に取り組んでいる 

・ 地元企業・ポリテクカレッジ島根・島根大学・島根県立大学などと連携 

し、ふるさと教育、キャリア教育を推進することで、子どもたちのふるさ 

とを思う気持ちを育てたい 

・ 普通科の学びでは、グローバル人材や、江津市で不足する医師、教員を 

育成する必要 
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② 江津高校学校運営協議会会長 

・ 江津高校周辺地域では若い人が増え、新しいコミュニティができてきて 

おり、検討は時期尚早と考える 

・ 協議会会長としては統合に反対だが、一市民の立場からすると、23,000 

人の人口に対して高校３校はマーケット的に難しいと思う 

・ 鳥取県や広島県のように、統廃合ルールを作れば市民の納得感が得られ 

るのではないか 

 

③ 江津工業高校卒業生会会長 

  ・ 統合を歓迎。もっと早くから議論すべきだった 

・ 新設校では産業人材育成という軸を変えることなく、そこへ普通科の関 

わりがあるといい 

    ・ 高校で学んだことを土台にして、ポリテクカレッジや県立大学等に進学 

し、一段高い知識・技能を身に付けることも重要 

・ 「工業高校」は時代遅れの名称 

・ 女子生徒が確保できるよう、トイレや女子寮などの施設整備が必要 

 

④ GO▶GOTSU コンソーシアムマネージャー 

（県立学校３校と地域によるコンソーシアムの関係者） 

・ 江津高校では魅力化の取組が進み、定員に対する充足率は高い 

・ 江津工業高校と地域との連携は県内でもトップクラスだが、入学者数は 

厳しい。魅力化だけでなく小中学校との連携が必要。また、他の工業高校 

に比べて進学率が低く、教員が進学へのサポートに負担を感じている 

・ 今の企業は、自分の考えを下手でもいいのできちんと言えたり、困難な 

ことにチャレンジできる柔軟性を持った人材を求めている 

・ 人口減少により、今後、他地域でも同じ問題が議論されていく。江津の 

はそのスタートであり、島根県の中でも新しい学校の在り方を考えるチャ 

ンスとなる 

 

⑤ 地域関係者（４名）からの追加意見 

    ・ 自分も最終的に言いたかったのは、今回がチャンスであるということ。 

     ポリテクカレッジや県立大学などと産学一体でどういうことができるか。

中高一貫校などにトライしてもいい。また、生徒の希望は入学後に変わっ

ていくので、単位制の高校にするなど受け皿を幅広くするといい 

    ・ 今は、１人の子どもがすべての力を身に付けるというよりは、いろんな

ことが得意な子どもが集まって、いいものを作っていく時代であり、そう

いったスキルが必要 
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    ・ 普通科から工業科に興味を持つ生徒もいるので、新しい学校づくりとい 

う点では、カリキュラムの選択がスムーズにできる学科、学校になるとい 

い 

     ・ 県が示した新設校のイメージにおいて想定する学びは、既存の学びを羅

列したもの。新しいイメージで検討してほしい 

     

⑵ 「地域関係者からの意見聴取」を踏まえた委員からの主な意見等 

  ・ 魅力的な新設校を設置してほしい 

  ・ 島根の教育の強みは探究であると感じた。小学校から高校まで探究活動がつ 

ながることが大切 

  ・ 江津高校と江津工業高校それぞれの伝統も生かしていく必要 

  ・ 地域から求められている産業人材を検討するとともに、その育成にこれまで 

培ってきた探究的な学びを生かしてほしい 

  ・ 地域への丁寧な説明をしながら進めてほしい 

    

 ⑶ 会長まとめ 

・ 新設校を設置する方向性で概ね一致 

・ 次回は、新設校のイメージや学科・学級数について検討 

   

３ 今後のスケジュール 

  10 月 ６日（金） 第３回島根県総合教育審議会 
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令和７年度島根県公立高等学校入学者選抜における特色選抜の概要について 
 

１ これまでの経緯 

令和４年１２月２３日 令和７年度入学者選抜制度の改善方針の公表 

令和５年 １月    改善方針説明会（中・高管理職、市町村教委担当者等対象） 

           保護者及び中学生に説明リーフレットを配付 

令和５年 ４月～   令和７年度入学者選抜実施要綱作成委員会を設置・開催 

 

２ 令和７年度入学者選抜制度の改善方針（令和４年１２月２３日公表資料より） 

（１）目的 

・中学生が多様な選択肢の中から主体的に高校を選ぶことができるようにする。 

・生徒一人一人の資質・能力を多面的・総合的に評価する。 

・各高校の教育の魅力化・特色化を推進する。 

 

（２）改善方針の概要 

①推薦入学者選抜（推薦選抜）を廃止し、「総合入学者選抜（総合選抜）」を次のとおり実施する。 

・中学校等の校長の推薦を必要としない。 

・定時制・通信制課程を除く全日制課程全学科において実施する。 

・募集人員は、体育科を除き当該学科の入学定員の 10～40％程度までで各高校が定める。 

・地域外入学制限（松江北高校、松江南高校、松江東高校、出雲高校の４校の普通科）を行わない。 

②スポーツ推進指定校推薦入学者選抜（スポーツ特別選抜）を「スポーツ推進指定校入学者選抜（ス

ポーツ特別選抜）」に変更し、次のとおり実施する。 

・中学校等の校長の推薦を必要としない。 

・中学校等の校長や部活動以外のスポーツ団体等の指導者等による活動実績の証明を必要とする。 

③総合選抜及びスポーツ特別選抜を次のとおり実施する。 

・グランドデザインの「求める生徒像」に基づき各高校が要件を定める。 

・選抜の資料として志望理由書の提出を必要とする。 

・各高校が定める２つ以上の選抜検査（面接、作文、学力検査、実技等）を行う。 

④中高一貫教育校（連携型）に係る入学者選抜（中高一貫特別選抜）及びスポーツ特別選抜、総合選

抜を合わせて「特色入学者選抜（特色選抜）」とする。 

 

３ 特色入学者選抜（特色選抜）の実施方法等（現時点での各学校の検討状況） 

別紙「令和７年度島根県公立高等学校入学者選抜における特色選抜（総合選抜・中高一貫特別選

抜）の概要」のとおり 

 

（１）総合入学者選抜（総合選抜） 

   ・３６校７１学科（全日制課程全学科）で実施 

   ・募集人員は、大社高等学校体育科（入学定員の 60％）を除き当該学科の入学定員の 10～40％程

度までで各学校が設定（令和６年度入学定員 5043 人に基づいた場合の募集人員合計は 1717 人） 

   ・全学科に共通する「出願の要件」は、①令和７年３月中学校等卒業見込、②当該学科を志望する

動機や理由が明確で適切であること、③当該学科に適性、興味及び関心を有すること、④合格内

定した場合、入学の意思が確実であることの４つ 

   ・上記の他に、グランドデザインの「求める生徒像」に基づき、学校ごとに「出願の要件」を設定 

   ・「選抜の資料・選抜検査」（各学校が定める２つ以上の選抜検査を実施）については次のとおり 

     面接・口頭試問  ・・・３６校７１学科（全校全学科）で実施 

     作文・小論文   ・・・１５校２８学科で実施 

     プレゼンテーション・・・１０校１６学科で実施 

     学力検査     ・・・２１校４０学科で実施（うち３９学科は教育委員会が作成する学 

力検査、益田翔陽高等学校電気科は学校が作成する学力検査） 

     実技       ・・・ １校 １学科で実施（大社高等学校体育科） 

     その他      ・・・ １校 １学科で実施（三刀屋高等学校掛合分校普通科） 

総 務 委 員 会 資 料 

令和５年９月 27 日・28 日 

教 育 指 導 課 
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（２）中高一貫教育校（連携型）に係る入学者選抜（中高一貫特別選抜） 

   ・飯南高等学校（飯南町立頓原中学校、飯南町立赤来中学校）、吉賀高等学校（吉賀町立柿木中学

校、吉賀町立吉賀中学校、吉賀町立六日市中学校）の２校で実施 

   ・「選抜の資料・選抜検査」は２校とも「面接・口頭試問」「作文・小論文」を実施 

 

（３）スポーツ推進指定校入学者選抜（スポーツ特別選抜） 

   ・令和７年度のスポーツ推進指定校は、令和６年９月に決定予定 

   ・全学科に共通する「出願の要件」は、①令和７年３月中学校等卒業見込、②当該学科を志望する

動機や理由が明確で適切であること、③当該学科に適性、興味及び関心を有すること、④合格内

定した場合、入学の意思が確実であること、⑤スポーツの各種大会で実績を有する又は部活動等

で優れた資質や能力を有すること、⑥入学後も応募したスポーツの継続的な活動を希望するこ

との６つ 

   ・上記の他に各学校が定める「出願の要件」や、学校ごとの「選抜の資料・選抜検査」（各学校が

定める２つ以上の選抜検査を実施）については、令和７年度のスポーツ推進指定校決定後に公表

予定 

 

４ 補足事項 

 （１）特色選抜の日程等について 

   ・令和７年度入学者選抜においては、令和７年１月中～下旬に行うこととする。 

   ・追検査は実施しないこととする。 

 

 （２）総合選抜、スポーツ特別選抜における学力検査について 

・選抜検査の一つとして「教育委員会が作成する学力検査」を行う学校については、「国語」「数学」

「英語」の３教科について各２０点の内容を合わせて実施することとする。検査時間は６０分と

し、各教科の解答時間の配分は定めない。英語におけるリスニングは実施しないこととする。 

・選抜検査の一つとして「各学校が作成する学力検査」を行う学校については、実施教科、配点、

検査時間等について各学校で定めることとする。 

 

５ 今後の予定 

令和６年７月～１０月の間に、令和７年度入学者選抜基本方針、特色選抜の内容、実施要綱等を

発表し、ホームページに掲載する。 
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１　総合入学者選抜（総合選抜）

学科
《参考》R6
年度の定員

定員に対
する割合

書類等
面接・

口頭試問
作文・
小論文

ﾌﾟﾚｾﾞﾝ
ﾃｰｼｮﾝ

学力検査 実技 その他 備考

普通
【学業】【部活動等】 ○ ○ ○※1 ※1 教育委員会作成

普通
【生徒会・探究活動・地域活動等】

○ ○ ○※2 ○※3
※2 プレゼンテーションは面接
　　と同時に行う
※3 教育委員会作成

情報システム

情報処理

マルチメディア

普通 240 10% ○ ○※1 ○※2
※1 英語による質問を含む
※2 英語による出題を含む

理数 40 10% ○※3 ○※4 ○※5 ○※6

※3 プレゼン内容の概要
※4・6 科学（理科・数学）分
　　野の課題研究に関するプレ
　　ゼンと面接を同時に行う
※5 英語による出題を含む

普通 200 16% ○ ○ ○※1 ※1 教育委員会作成

探究科学 80 40% ○ ○※2 ○※3
※2 口頭試問を含む
※3 教育委員会作成

普通
【学力重視型】

○ ○※1 ○※2
※1 個人面接
※2 教育委員会作成

普通
【部活動重視型】

○ ○※3 ○ ※3 個人面接

普通
【チャレンジ型】

○ ○※4 ○※5
※4 集団面接
※5 教育委員会作成

機械 40 40% ○ ○ ○

電子機械 40 40% ○ ○ ○

電気電子工学 40 40% ○ ○ ○

情報クリエイター学 40 40% ○ ○ ○

建築都市工学 40 40% ○ ○ ○※1 ※1 事前課題を持参

商業、国際ﾋﾞｼﾞﾈｽ、情報処理
【学力】 ○ ○ ○※1 ※1 教育委員会作成

商業、国際ﾋﾞｼﾞﾈｽ、情報処理
【部活動】【特別活動】 ○ ○ ○

生物生産 40 40% ○ ○ ○※1
※1 ポスター又はＩＣＴを活用
　　したプレゼンテーション

環境土木 40 40% ○ ○ ○※2
※2 ポスター又はＩＣＴを活用
　　したプレゼンテーション

総合学科 80 40% ○ ○ ○※3
※3 ポスター又はＩＣＴを活用
　　したプレゼンテーション

大東 普通 90 40% ○ ○ ○※1 ※1 教育委員会作成

普通
【学習】

○ ○ ○※1 ※1 教育委員会作成

普通
【部活動等】【地域貢献活動】

○ ○※2 ○
※2 プレゼンテーションに関わ
　　る口頭試問及び一般面接

三刀屋 総合学科 160 40% ○ ○※1 ○※2
※1 プレゼンテーションを含む
※2 教育委員会作成

三刀屋掛合 普通 40 15% ○ ○ ○※1 ※1 課題解決ワークショップ

飯南 普通 80 25% ○ ○※1 ○ ※1 面接（集団討論を含む）

平田 普通 160 40% ○ ○ ○※1 ※1 教育委員会作成

普通 240 40% ○ ○※1 ○※2
※1 集団面接
※2 教育委員会作成

理数 40 40% ○ ○※3 ○※4
※3 集団面接
※4 教育委員会作成

機械 40 40% ○ ○ ○※1 ※1 教育委員会作成

電気 40 40% ○ ○ ○※2 ※2 教育委員会作成

電子機械 40 40% ○ ○ ○※3 ※3 教育委員会作成

建築 40 40% ○ ○ ○※4 ※4 教育委員会作成

商業 120 40% ○ ○※1 ○ ※1 個人面接

情報処理 40 40% ○ ○※2 ○ ※2 個人面接

植物科学 40 40% ○ ○ ○※1 ※1 教育委員会作成

環境科学 40 40% ○ ○ ○※2 ※2 教育委員会作成

食品科学 40 40% ○ ○ ○※3 ※3 教育委員会作成

動物科学 40 40% ○ ○ ○※4 ※4 教育委員会作成

出雲

出雲工業

出雲商業

出雲農林

松江工業

松江商業 200 40%

松江農林

横田 90 30%

○※1
※1 【未来探究】のみ実
　　施

松江北

松江南

松江東 200 40%

情報科学 120 40% ○ ○ ○

安来 160 40%

令和７年度島根県公立高等学校入学者選抜における特色選抜（総合選抜・中高一貫特別選抜）

（令和５年９月時点での各学校の検討状況まとめ）

学校名
募集人員（定員に対する割合） 選抜の資料・選抜検査
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学科
《参考》R6
年度の定員

定員に対
する割合

書類等
面接・

口頭試問
作文・
小論文

ﾌﾟﾚｾﾞﾝ
ﾃｰｼｮﾝ

学力検査 実技 その他 備考

普通
【学業】【部活動等】

○ ○ ○※1 ※1 教育委員会作成

普通
【特別活動】

○ ○ ○

体育 40 60% ○ ○ ○※2 ※2 当該種目の実技

普通 120 15% ○ ○ ○※1 ※1 教育委員会作成

理数 40 15% ○ ○ ○※2 ※2 教育委員会作成

邇摩 総合学科 120 40% ○ ○ ○

島根中央 普通 105 40% ○※1 ○ ○ ○※2

※1 「出願の要件」の（２）
　　（３）については活動実績
　　証明書を提出
※2 教育委員会作成

普通 72 40% ○※1 ○ ○※2
※1 【部活動】については活動
　　実績報告書
※2 教育委員会作成

産業技術 36 40% ○※3 ○ ○※4
※3 【部活動】については活動
　　実績報告書
※4 教育委員会作成

江津 普通 80 40% ○ ○※1 ○※2
※1 個人面接
※2 教育委員会作成

機械・ロボット 40 40% ○ ○ ○※1 ※1 作文

建築・電気 40 40% ○ ○ ○※2 ※2 作文

普通 160 40% ○ ○※1 ○※2
※1 集団面接
※2 教育委員会作成

理数 40 40% ○ ○※3 ○※4
※3 集団面接
※4 教育委員会作成

商業

情報処理

海洋技術 40 40% ○ ○ ○

食品流通 40 40% ○ ○ ○

普通 120 10% ○ ○ ○※1 ※1 教育委員会作成

理数 40 10% ○ ○ ○※2 ※2 教育委員会作成

電子機械 40 40% ○ ○ ○※1 ※1 教育委員会作成

電気 40 40% ○ ○ ○※2
※2 学校独自作成（数学〔60
　　分〕）

生物環境工学 40 40% ○ ○ ○※3 ※3 教育委員会作成

総合学科 40 40% ○ ○ ○※4 ※4 教育委員会作成

吉賀 普通 40 40% ○ ○ ○

津和野 普通 80 40% ○ ○ ○

普通 60 40% ○※1 ○※2 ○※3
※1 本校指定の調査票を含む
※2 面接２回
※3 教育委員会作成

商業 30 20% ○※4 ○※5 ○※6
※4 本校指定の調査票を含む
※5 面接２回
※6 教育委員会作成

普通

地域共創

海洋システム 40 40% ○ ○ ○※1 ※1 作文

海洋生産 40 40% ○ ○ ○※2 ※2 作文

普通 90 30% ○ ○※1 ○※2
※1 個別面接
※2 作文

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 30 30% ○ ○※3 ○※4
※3 面接（日本語及び英語）
※4 作文

36校 71学科 5043人
34%

(1717人)
全学科 全学科 28学科 16学科 40学科 1学科 1学科

２　中高一貫教育校（連携型）に係る入学者選抜（中高一貫特別選抜）

学科
《参考》R6
年度の定員

募集人員 書類等
面接・

口頭試問
作文・
小論文

ﾌﾟﾚｾﾞﾝ
ﾃｰｼｮﾝ

学力検査 実技 その他 備考

飯南 普通 80 定めない ○ ○※1 ○ ※1 面接

吉賀 普通 40 20 ○ ○ ○

隠岐水産

皆美が丘女子

学校名
募集人員 選抜の資料・選抜検査

○※3
※1 本校指定の調査票
※2 面接
※3 教育委員会作成

浜田水産

益田

益田翔陽

隠岐

隠岐島前 80 35% ○※1 ○※2

○ ○ ○

江津工業

浜田

浜田商業 80 35% ○

選抜の資料・選抜検査

大社
200 25%

大田

募集人員（定員に対する割合）

矢上

学校名
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令和６年３月高校卒業予定者の進路希望状況等について 

 
１ 進路希望状況等（県立、市立、私立の全日制、定時制の合計） 

 
【８月末時点】                                     （単位：人） 

年度 
卒業 

予定者 
進学 就職 

  
未決定 

県内 県外 

Ｒ３ 5,607 4,428(79%) 1,161(21%) 906(78%) 255(22%) 18(0.3%) 

Ｒ４ 5,548 4,380(79%) 1,153(21%) 900(78%) 253(22%) 15(0.3%) 

Ｒ５ 

 5,289 4,168(79%) 1,103(21%) 860(78%) 243(22%) 18(0.3%) 

対Ｒ３増減 △318 △260 △58 △46 △12 0 

対Ｒ４増減 △259 △212 △50 △40 △10 ＋3 

 

 

【参考】新規高校卒業者の県内求人等の状況 ～島根労働局資料（Ｒ５年７月末現在）～ 

・ 全体的には新型コロナウイルスによる影響前の水準に戻ってきている。 

・ 若手の人手不足が顕著である。 
 
〈産業別〉 

・ 卸・小売業では、令和５年３月に県東部と鳥取県西部の石油販売企業が合併し本社が鳥取県 

内となったことから、求人票が県外扱いとなり求人数が減少 
（単位：人） 

年度 建設 製造 卸･小売 宿泊・飲食 生活関連・娯楽 医療・福祉 その他 計 

Ｒ３ 715 696 269 154 45 216 523 2,618 

Ｒ４ 747 858 299 180 52 216 619 2,971 

Ｒ５ 

 754 911 262 219 45 243 633 3,067 

対Ｒ３増減 +39 +215 △7 +65 0 +27 +110 +449 

対Ｒ４増減 +7 +53 △37 +39 △7 +27 +14 +96 

 

〈地区別〉 
・ 川本・益田地区は、人員の充足により、求人数が減少 

（単位：人） 

年度 安来 松江 雲南 出雲 大田 川本 浜田 益田 隠岐 合計 

Ｒ３ 109 879 139 696 85 97 272 282 59 2,618 

Ｒ４ 132 1,011 164 806 93 96 307 319 43 2,971 

Ｒ５ 

 159 1,077 176 823 95 82 330 283 42 3,067 

対Ｒ３増減 +50 +198 +37 +127 +10 △15 +58 +1 △17 +449 

対Ｒ４増減 +27 +66 +12 +17 +2 △14 +23 △36 △1 +96 

求人倍率 3.06 3.37 2.79 3.08 2.21 4.82 2.62 2.48 1.27 2.96 

就職希望者 54 321 78 295 49 27 129 127 23 1,103 

  （注）就職希望者欄は、当該地区に所在する高校の就職希望者数 

総 務 委 員 会 資 料 

令和５年９月 27 日・28 日 

教 育 指 導 課 
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２ 就職に係るスケジュール 
 

時  期 内       容 

６月１日以降 ハローワークにおける求人受理開始 

７月１日以降 各企業から学校への求人票送付開始 

７月上旬～８月上旬 

８月中旬～８月下旬 

９月上旬～９月下旬 

生徒・保護者への進路説明会、三者面談、応募前職場見学 

校内進路会議（生徒ごとに希望する１社を決定） 

面接練習、筆記試験指導 

９月５日以降 学校から各企業へ推薦開始（企業へ願書提出）     

９月 16 日以降 各企業における採用選考開始、採用内定の開始     

 
 

３ 就職に係る学校の状況（進路指導主任等からの聞き取り） 
 

⑴ 学校の就職指導 

・ 生徒が希望する職種の求人がない場合は、ハローワーク高卒求人 WEB サイトなどを活用し、

希望職種の求人票を学校に送付してもらうといった対応をしている。 

・ 県内企業、県外企業のいずれかを検討する際に、賃金・給与に加え、休日など福利厚生面を

比較する生徒が見られるようになった。 

・ 県立高校の求人受付企業数（８月末時点） 

   県内企業：Ｒ４  5,542 → Ｒ５  5,590（＋ 48） 

  県外企業：Ｒ４ 10,989 → Ｒ５ 11,787（＋798） 
 

⑵ 企業の応募前職場見学 

・ どの企業も、生徒を快く受け入れてくれ、希望する企業すべてで実施できた。 

・ 県外企業も丁寧に対応してくれている。 

・ 若手職員が仕事内容を説明したり、会社紹介動画を作成したり、生徒への対応を工夫する

企業が増えている。 

 

 

４ 就職支援の取組等（労働局、商工労働部、教育委員会の連携） 

・ 求人の確保、求人取消し及び内定取消しを出さないよう経済４団体に対し求人に関する要請を 

 実施 

・ 面接時等に不適切な選考が行われないよう、企業への注意喚起 

・ 企業の人事担当者と各学校の進路担当者との情報交換会の開催 

・ 応募前職場見学の実施にあたっては、 高等学校等及び求人事業所のニーズに応じて 、オンラ 

 インを活用するなど、学校と企業が連携した取組を実施 

・ ハローワークの就職支援ナビゲーターによる就職支援 

  （高校等と連携した、生徒の就職に必要な個別支援（就職相談、求人開拓等））  
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島根かみあり国スポ強化指定校の指定について 

 

１ 趣旨 

島根かみあり国スポに向けて高校生の競技力向上を図るため、重点的に支援する高等

学校運動部等を指定し、強化活動を支援する。 

 

２ 対象 

 国民体育大会正式競技であり、島根県高等学校体育連盟（以下、「県高体連」という。）に

加盟する競技専門部のうち、高等学校運動部活動において選手強化活動を行う運動部活

動、もしくは県高体連競技専門部 

 

３ 指定の種類 

指定の種類は「単独型」、「複数型」、「個人指定型」、「拠点型」とする（詳細は別紙参

照）。 

 

４ 指定基準 

県高体連から推薦のあった競技の中から、以下の①～③の基準に基づいて、島根県教

育委員会（以下、「県教委」とする。）と協議のうえ、島根県競技力向上対策本部（以下、「対

策本部」とする。）が決定する。 

①特別体育専任教員及びスポーツ推進教員の配置校 

②今後３年以内に、国民スポーツ大会、全国高校総体、及び全国選抜大会（選手権大

会）でベスト 16 以上の成績が見込まれる学校（国民スポーツ大会では選抜チームの

主力となる学校）、もしくは個人指定の競技 

③その他、対策本部が認める学校、もしくは個人指定の競技 

 

５ 指定期間 

指定期間は、島根かみあり国スポが開催される令和 12 年度末までとし、原則として期間

中の変更はしない。ただし、特段の事情により変更の必要が生じた場合は指定基準に基

づいて、県教委と協議のうえ、対策本部が決定する。 

 

６ 支援内容 

①全国大会等での実績に応じた、強化活動に係る経費の助成 

②指導者の配置 

③スポーツ特別選抜入試の適用（スポーツ推進教員が配置されている学校の個人指定

競技を含む） 

④その他、競技力向上を図るうえで、対策本部が必要と認めるもの 

総 務 委 員 会 資 料 

令和５年９月 27 日・28 日 

保 健 体 育 課 
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指定校 備考 参考 指定校 備考 参考
1
2
3
4 - 個人指定 - 個人指定

競 泳
水 球 江 津 高 校 単独
飛 込
ｱｰﾃｨｽﾃｨｯｸｽｲﾐﾝｸﾞ

立正大学淞南高校 複数 松 江 商 業 高 校 拠点
大 社 高 校 複数

7 開 星 高 校 単独
8 江 津 工 業 高 校 拠点 松 江 東 高 校 拠点
9 横 田 高 校 単独 横 田 高 校 単独
10 - 個人指定 - 個人指定

安 来 高 校 複数 安 来 高 校 単独
松 江 工 業 高 校 複数

ﾋ ﾞ ｰ ﾁ ﾊ ﾞ ﾚ ｰ ﾎ ﾞ ｰ ﾙ 大 東 高 校 拠点
大 社 高 校 複数 大 社 高 校 複数
浜 田 高 校 複数 浜 田 高 校 複数

新 体 操 開 星 高 校 単独
13 松 江 東 高 校 単独 松 江 商 業 高 校 単独

隠 岐 島 前 高 校 単独 隠 岐 島 前 高 校 単独 R7IH特別（個人指定）

松 江 工 業 高 校 拠点
15 隠 岐 水 産 高 校 拠点 隠 岐 水 産 高 校 拠点
16 出 雲 農 林 高 校 拠点 出 雲 農 林 高 校 拠点
17 江 津 高 校     複数※ 江 津 高 校     複数※
18 出 雲 工 業 高 校 拠点 出 雲 工 業 高 校 拠点

松 江 工 業 高 校 複数 松 江 西 高 校     複数※
出 雲 北 陵 高 校 複数

20 出 雲 北 陵 高 校 単独 明 誠 高 校 単独
21
22 隠 岐 水 産 高 校 拠点
23
24 安 来 高 校     複数※ R7IH特別（松江工業） 安 来 高 校 拠点 R7IH特別（個人指定）

開 星 高 校 複数 出 雲 西 高 校 複数
平 田 高 校 複数 平 田 高 校 複数

26 三 刀 屋 高 校 単独 三 刀 屋 高 校 単独
27 松 徳 学 院 高 校 単独 松 江 商 業 高 校 単独
28 出 雲 高 校     複数※ 出 雲 高 校     複数※
29 立正大学淞南高校 単独 立正大学淞南高校 単独
30 大 社 高 校 単独 大 社 高 校 単独
31 石見智翠館高校 単独 石見智翠館高校 単独
32 R7IH一般（松江北） R7IH一般（松江北）

島 根 中 央 高 校 拠点 島 根 中 央 高 校 拠点
出 雲 農 林 高 校 拠点 出 雲 農 林 高 校 拠点
松 江 東 高 校 複数 松 江 東 高 校 複数
出 雲 工 業 高 校 複数 出 雲 工 業 高 校 複数

35 R7IH一般（出雲工業） R7IH一般（松江南）

36
37
38 出 雲 北 陵 高 校 単独
39
40
41

指定競技： 28競技 指定競技： 26競技
指定校数： 22校 指定校数： 22校
個人指定： 2競技 個人指定： 2競技

島根かみあり国スポ強化指定校（競技別）

銃 剣 道
空 手 道

6 人 制

男子 女子

柔 道

ア ー チ ェ リ ー

カ ヌ ー

山 岳
ラ グ ビ ー
剣 道
ラ イ フ ル 射 撃
弓 道
バ ド ミ ン ト ン
ソ フ ト ボ ー ル

ト ラ イ ア ス ロ ン
ゴ ル フ
ボ ウ リ ン グ
な ぎ な た
ク レ ー 射 撃

馬 術
相 撲
軟 式 野 球
卓 球

フ ェ ン シ ン グ

レ ス リ ン グ

ヨ ッ ト

ソ フ ト テ ニ ス

自 転 車
ハ ン ド ボ ー ル
ウ エ イ ト リ フ テ ィ ン グ

No.

34

12

5

6

11

33

14

19

25

※今後2校以上を指定予定

水 泳

サ ッ カ ー

テ ニ ス

競技名

陸 上 競 技
ス キ ー
ア イ ス ホ ッ ケ ー
ス ケ ー ト

ボ ー ト
ホ ッ ケ ー
ボ ク シ ン グ

バ
レ ー
ボ ー

競 技体 操

バ ス ケ ッ ト ボ ー ル
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男子 女子
指定競技 指定競技

バ レ ー ボ ー ル バ レ ー ボ ー ル

フ ェ ン シ ン グ フ ェ ン シ ン グ

2 情 報 科 学 高 校
3 松 江 北 高 校 山岳（ R7 ｲ ﾝ ﾀ ｰ ﾊ ｲ 一般強化） 山岳（ R7 ｲ ﾝ ﾀ ｰ ﾊ ｲ 一般強化）

4 松 江 南 高 校 空手（ R7 ｲ ﾝ ﾀ ｰ ﾊ ｲ 一般強化）

バ ス ケ ッ ト ボ ー ル ボ ー ト

ア ー チ ェ リ ー ア ー チ ェ リ ー

バ レ ー ボ ー ル

レ ス リ ン グ

ソ フ ト テ ニ ス

ﾌｪﾝｼﾝｸﾞ（R7ｲﾝﾀｰﾊｲ特別強化）

サ ッ カ ー

バ ス ケ ッ ト ボ ー ル

バ ド ミ ン ト ン

8 松 江 農 林 高 校
9 大 東 高 校 ビ ー チ バ レ ー ボ ー ル

10 横 田 高 校 ホ ッ ケ ー ホ ッ ケ ー

11 三 刀 屋 高 校 ソ フ ト ボ ー ル ソ フ ト ボ ー ル

12 飯 南 高 校
13 平 田 高 校 柔 道 柔 道

14 出 雲 高 校 弓 道 弓 道

自 転 車 自 転 車

ア ー チ ェ リ ー ア ー チ ェ リ ー

空手（ R7 ｲ ﾝ ﾀ ｰ ﾊ ｲ 一般強化）

16 出 雲 商 業 高 校
ウ エ イ ト リ フ テ ィ ン グ ウ エ イ ト リ フ テ ィ ン グ

カ ヌ ー カ ヌ ー

サ ッ カ ー 体 操

体 操 剣 道

剣 道

19 大 田 高 校
20 邇 摩 高 校
21 島 根 中 央 高 校 カ ヌ ー カ ヌ ー

22 矢 上 高 校
水 球

ハ ン ド ボ ー ル ハ ン ド ボ ー ル

24 江 津 工 業 高 校 ボ ー ト

体 操 体 操

26 浜 田 商 業 高 校
27 浜 田 水 産 高 校
28 益 田 高 校
29 益 田 翔 陽 高 校
30 吉 賀 高 校
31 津 和 野 高 校
32 隠 岐 高 校
33 隠 岐 島 前 高 校 レ ス リ ン グ レ ス リ ン グ

ヨ ッ ト ヨ ッ ト

相 撲

35 皆 美 が 丘 高 校
テ ニ ス 新 体 操

柔 道

サ ッ カ ー

ラ イ フ ル 射 撃 ラ イ フ ル 射 撃

38 松 徳 学 院 高 校 バ ド ミ ン ト ン

39 松 江 西 高 校 ソ フ ト テ ニ ス

ソ フ ト テ ニ ス な ぎ な た

卓 球

41 出 雲 西 高 校 柔 道

42 石 見 智 翠 館 高 校 ラ グ ビ ー ラ グ ビ ー

43 明 誠 高 校 卓 球

44 益 田 東 高 校
28競技、22校 26競技、22校

島根かみあり国スポ強化指定校（学校別）
学校名№

出 雲 農 林 高 校

15

5 松 江 東 高 校

6 松江工業高校

1 安 来 高 校

7

36 開 星 高 校

37 立 正 大 淞 南 高 校

※男女陸上競技、男女ボクシングについては個人指定とする。R7インターハイ特別競技の女子レスリングと女子フェンシングについては個人指定とする。

出雲工業高校

松 江 商 業 高 校

40 出 雲 北 陵 高 校

隠 岐 水 産 高 校

浜 田 高 校

江 津 高 校

18

23

25

34

大 社 高 校

17
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指定校への支援内容（高校生の強化として）

・推薦枠（スポーツ特別選抜の適用）

・県外遠征費等の補助

・指導者の適正・長期配置、人事異動ルールの弾力化

競技団体への支援内容（少年の部の国体強化として）

・県外遠征費等の補助

指定校への支援内容（高校生の強化として）

・推薦枠（スポーツ特別選抜の適用）

・県外遠征費等の補助

競技団体への支援内容（少年の部の国体強化として）

・選抜チームの、県外遠征費等の補助

・指導者の適正・長期配置、人事異動ルールの弾力化

島根かみあり国スポに向けた、高校生の強化の方法

【表の見方】
高校生の強化については、高校（学校）への支援と、競技団体への支援の2本立てで行っていきます。
青文字・青枠は強化校への支援（高校生の強化）、赤文字・赤枠は競技団体への支援（国体強化）としています。

①．「単独型」：強化校を1校（男女別）に限定して、集中的に強化を図ることが効果的な競技

②．「複数型」：2校以上（男女別）の競技力が拮抗しており、複数校指定して強化を図る
        ことが効果的な競技
※国体に向けては、指定校の優秀選手を中心に選抜チームを組み、競技団体として強化を図る

選抜
チーム

・遠征費
・指導者

強化校
(高校)

強化校
(高校)

・強化校としての支援
（推薦枠、遠征費の補助）

中学校
選抜

・遠征費

強化校

・推薦枠
・遠征費
・指導者
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高体連専門部への支援内容（高校生の強化として）

・県外遠征費等の補助

競技団体への支援内容（少年の部の国体強化として）

・県外遠征費等の補助

指定校への支援内容（高校生の強化として）

・推薦枠（スポーツ特別選抜の適用）

・県外遠征費等の補助（他校の個人選手含む）

・指導者の適正・長期配置、人事異動ルールの弾力化

・他校の生徒の指導、大会引率の認可

競技団体への支援内容（少年の部の国体強化として）

・県外遠征費等の補助

※指定できる競技は以下の競技とする

競技団体への支援内容（高校生の強化、および少年の部の国体強化として）

・県外遠征費等の補助

スケート、アイスホッケー、スキー、水泳（競泳、飛込、AS)、ボクシング、馬術、
クライミング、空手道、銃剣道、ゴルフ、ボウリング、トライアスロン

⑤．「社会体育型」：強化の主体が高校（部活動）ではなく、社会体育活動等の競技団体
          中心で強化活動が実施されている競技

④．「拠点型」：強化の拠点となる学校（施設）が県内に限られており、その高校を中心に
        強化を図ることができる競技

※指定できる競技は以下の競技とする
陸上競技、女子サッカー、ボート、レスリング、ヨット、ウ
エイトリフティング、自転車、相撲、フェンシング、
ライフル射撃、カヌー、アーチェリー、
ビーチバレーボール

③．「個人指定型」：学校単位で指定するよりも、個人を指定して強化したほうが効果的な競技

・他校の
個人選手へ
の遠征費

個人 個人 個人

拠点
強化校

・推薦枠
・指導者
・他校の

指導可

・遠征費
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１　全国高等学校総合体育大会入賞一覧

○ 開催地

○ 開催期間

№ 競技名 選手名（学年） 学校名 性別 種目 順位

1 陸上競技 江角　菜子（２） 大社高校 女 走高跳 ５位

2 男 ２位

3 女 ３位

4 男 団体 ３位

5 波多野　準也（３） 大社高校 男 個人 ３位

6 田窪　剛共（３） 開星高校 男 個人60㎏級 ２位

7 山岡　大悟（２） 開星高校 男 個人90㎏級 ３位

8 中島　千波（３） 平田高校 女 個人63kg級 ５位

9 寺本　将輝（３） 松江北高校 男 4㎞速度競走 ２位

10 小林　典宗（３） 出雲高校 男 3kmインディヴィデュアル・パーシュート ３位

11 男 団体 ３位

12 小野　泰和（２） 出雲北陵高校 男 シングルス ５位

13 佐藤　卓斗（３）・小野　泰和（２） 出雲北陵高校 男 ダブルス ３位

14 フェンシング 伊藤　杏（３） 安来高校 女 個人フルーレ ８位

15 有田　しゅら（３） 出雲農林高校 女 59kg級スナッチ ８位

16 64kg級クリーン＆ジャーク ６位

17 64kg級トータル ７位

18 植出　士虎（３） 島根中央高校 男 カヤックシングル200m ４位

19 カヤックペア200m ３位

20 カヤックペア500m ２位

21 カヤックフォア200m ２位

22 カヤックフォア500m １位

23 カナディアンシングル200m ６位

24 カナディアンシングル500m ８位

25 浦部　輝（３）・磯田　朔冶（３） 出雲農林高校 男 カナディアンペア200m ７位

26 カナディアンフォア200m ３位

27 カナディアンフォア500m ７位

28 カヤックペア200m ７位

29 カヤックペア500m ７位

30 カヤックフォア200m ７位

31 カヤックフォア500m ８位

松本貢輝ﾌﾞﾗｲｱﾝ（３）・兒島　生知（２）
吉村　颯人（２）・河野　賢晃（２）

多々納　真桜（２）・廣戸　舞（３）
松尾　夏帆子（１）・周藤　はるか（３）

女

島根中央高校

出雲農林高校

出雲農林高校

大社高校

柔道

ウエイトリフティング
猿木　雅（３） 出雲農林高校 女

剣道

自転車競技

カヌー

植出　士虎（３）・松本貢輝ブライアン（３） 男

浦部　輝（３） 出雲農林高校 男

出雲農林高校

ホッケー

出雲北陵高校

卓球

男

男
浦部　輝（３）・磯田　朔冶（３）
石原　里海（２）・飛田　統羽（２）

島根中央高校

多々納　真桜（２）・廣戸　舞（３）

令和５年度全国高等学校総合体育大会・全国中学校体育大会等の成績について

北海道　※カヌーは山形県、水泳（飛込）は栃木県、ヨット競技は和歌山県開催

令和５年７月２1日（金）～８月２1日（月）

横田高校

横田高校

女

総 務 委 員 会 資 料
令和５年９月2 7日・2 8日
保 健 体 育 課
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２　全国中学校体育大会等入賞一覧

○ 開催地 四国ブロック（香川県、徳島県、愛媛県、高知県）

○ 開催期間

№ 競技名 選手名（学年） 学校名 性別 種目 順位

1 陸上競技 春日　涼（３） 出雲市立河南中学校 男 棒高跳 ６位

2 水泳 廣冨　諒（２） 松江市立第二中学校 男 3m飛板飛込 ４位

3 ホッケー 男 ５位

4 卓球 女 団体 ３位

5 柔道 富田　伊央莉（３） 開星中学校 女 個人44㎏級 ２位

6 男 ３位

7 男 ３位

参考　近年の全国高校総体・全国中学校体育大会等の入賞状況

全国高校総体

31

32

26

20

12

12

27

15

軟式野球

令和５年度

令和５年８月１７日（木）～８月２６日（土）

7

7

7

9

新型コロナウイルス感染症の影響により中止

出雲市立斐川西中学校

大田市立大田第一中学校

12

全国中学校体育大会等

平成２９年度

令和３年度

8

7

12

平成２７年度

令和４年度

年度

令和元年度

平成３０年度

令和２年度

益田市立益田中学校

平成２８年度

奥出雲町立横田中学校

-47-



参考 競技力向上の取組 

 運動部活動の競技力向上推進事業の実施 

 
１ 概要 

  令和７年度に中国ブロックで開催される全国高等学校総合体育大会（インターハイ）や令

和 12 年度の島根かみあり国スポ・全スポに向けた高校生の競技力向上を目的として、専門

的な知見を有する協力機関との連携による科学的トレーニング及びスポーツ栄養学の考え

方に基づくサポートを、協力校に対し今年度モデル的に実施 

 

２ サポート内容 

⑴  科学的トレーニング 

    ＩＰＵ環太平洋大学との連携により選手の筋力等を測定し、自己の身体能力等の現状

をデータにより知るとともに、各競技種目の特性等に応じ必要なトレーニング等の指導

を受け、選手が明確な目標をもった上で、競技力向上に繋がる効果的な練習やトレーニ

ング等に取り組める環境づくりを目指す。 

⑵  スポーツ栄養学 

    島根県立大学等と連携し、選手の体重や体脂肪率、骨密度等を定期的に測定し、選手

の健康管理を継続的に行うとともに、スポーツ栄養学の観点から食事内容や摂取方法等

について指導を受けることにより、選手がスポーツ活動に必要な食に関する知識を学び

ながら、自ら実践する力を身につけ、競技力向上やケガ等に強い身体づくりを目指す。 

 

３ 協力校 

  競技力向上に係る各種指定校の状況や近年の大会実績、令和７年度インターハイの県内開

催競技種目等を踏まえて選考した学校の中から、意向調査の上、以下の協力校（６校４種目）

で実施 

  ① 安来高校バレーボール部（男女） 

  ② 松江工業高校バレーボール部 

  ③ 横田高校ホッケー部（男女） 

  ④ 島根中央高校カヌー部 

  ⑤ 出雲農林高校カヌー部 

  ⑥ 平田高校陸上競技部（長距離・駅伝） 

 

４ 協力機関 

  ① ＩＰＵ環太平洋大学（体育学部 スポーツ科学センター） 

  ② 島根県立大学（出雲キャンパス 看護栄養学部） 

  ③ 東部島根医療福祉センター（医療技術部） 
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第47回全国高等学校総合文化祭等の成績について 

 

１ 第 47回全国高等学校総合文化祭 入賞一覧 

・ 開催期間：令和５年７月29日（土）～８月４日（金） 

・ 開 催 地：鹿児島県内８市町村 

 

NO. 部門 学校名 生徒氏名（学年） 演目・作品名 
結果・

成績 

１ 演劇部門 三刀屋高等学校 ― ローカル線に乗って 

優秀賞 

・ 

文化庁

長官賞 

２ 写真部門 出雲高等学校 石飛 結衣 ⑶ 17 歳 

文化庁

長官賞 

・ 

最優秀賞 

３ 
放送部門 

（ビデオメッセージ部門）
浜田高等学校 ― 

君は砂の「なきごえ」を 

聴きたくはないか 
優秀賞 

４ 
放送部門 

（ビデオメッセージ部門）
出雲工業高等学校 ― 神楽の輪 

審査員

特別賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総 務 委 員 会 資 料 
令和５年９月 27 日・ 28 日 
社  会  教  育  課 
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２ 第 70回 NHK杯全国高校放送コンテスト 入賞一覧 

・ 開催期間：決 勝 令和５年７月27日（木） 

         準 決 勝 令和５年７月26日（水） 

・ 開 催 地：決 勝 NHKホール（東京都渋谷区） 

        準 決 勝 国立オリンピック記念青少年総合センター（東京都渋谷区） 

 

NO.  部門 学校名 生徒氏名（学年） 作品名 
結果・ 

成績 

１ 創作テレビドラマ部門 浜田高等学校 ― いつでも、いつまでも真剣に 優秀賞 

２ ラジオドキュメント部門 浜田高等学校 ― 校内階級をつくりしものは 優良賞 

３ 創作ラジオドラマ部門 石見智翠館高等学校 ― ドリーム＆ホープ 優良賞 

４ アナウンス部門 石見智翠館高等学校 桒原 楓花 ⑶ ― 入選 

５ 朗読部門 出雲高等学校 川畑 雪椿佳 ⑵ ― 入選 

６ 朗読部門 石見智翠館高等学校 石原 志穂乃 ⑶ ― 入選 
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